
『
看
　
聞
　
日
　
記
』
　
の
　
人

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
'
後
崇
光
院
伏
見
宮
貞
成
二
三
七
二
-
1
円
五
六
)
　
の
日
記
r
窮

閉
日
記
』
を
読
み
と
る
た
め
の
'
基
礎
作
業
の
7
報
八
日
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
t

F
れ
閲
日
記
』
応
永
二
十
三
年
二
四
1
六
)
分
に
記
載
さ
れ
た
　
(
特
定
の
個

人
を
示
す
)
仝
人
物
の
う
ち
へ
公
家
に
つ
い
て
、
大
方
は
『
公
卿
補
任
』
に
拠

り
な
が
ら
ま
と
め
た
。
分
流
の
関
係
で
、
　
宅
'
伏
見
宮
家
'
武
家
'
僧
侶
'

女
性
'
地
下
人
そ
の
他
に
つ
い
て
は
'
別
稿
を
用
意
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る

口
記
へ
殊
に
真
名
日
記
の
内
容
を
正
碇
に
読
み
と
る
た
め
に
は
、
日
記
中
に

記
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
知
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
日
記
の
筆
者
と
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
と
の
関
係
一
年
令
差
も
含
め
て
一
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
'
そ
こ

に
記
さ
れ
た
事
柄
の
内
容
が
明
確
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
'
そ
れ
ら
の
叩
柄
を

譜
き
と
め
た
筆
者
の
意
榊
も
'
多
-
の
場
合
'
よ
り
は
っ
き
り
と
し
て
-
る
。

こ
こ
で
桓
水
二
十
三
年
冒
頭
1
日
分
の
記
叫
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

正
月
1
日
'
天
気
快
噂
日
影
和
暖
'
毎
事
幸
再
々
々
'
伝
聞
へ
節
会
内
弁

左
大
臣
(
今
山
川
)
'
続
内
弁
広
橋
大
納
言
(
兼
宜
)
也
、
仙
洞
御
兆
、
階
胴

左
大
臣
へ
完
町
殿
、
親
族
拝
人
々
参
、
今
山
河
大
納
言
(
実
富
)
令
所
望
初

参
芯
々
'
宮
中
祝
着
之
偵
知
例
、
経
良
脚
'
筑
有
朝
臣
'
長
資
朝
臣
t
.
)
供
'

々

　

I

位
・
藤
　
　
邦
　
　
生

「
伝
聞
」
と
す
る
が
'
当
時
筆
者
貞
成
一
4
5
歳
)
　
は
伏
見
の
里
に
住
ん
で
い

た
の
だ
か
ら
、
京
都
で
の
公
の
出
来
叫
を
記
す
た
め
に
は
'
そ
れ
な
り
の
情
報

源
が
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
'
朝
廷
の
行
邪
を
先
ず
記
す
の
が
'
公
家
日
記
の

伝
統
で
あ
っ
て
、
こ
こ
も
そ
れ
に
従
っ
た
ま
で
だ
と
は
へ
必
ず
し
も
言
い
切
れ

な
い
。
F
清
折
准
后
日
記
』
　
で
は
'
同
日
の
記
叫
を
'
醍
醐
寺
で
行
わ
れ
た
仏

事
の
詳
細
な
記
録
で
始
め
'
最
後
に
節
会
の
模
様
を
筒
単
に
書
き
と
め
て
い
る
0

万
里
小
路
時
房
の
F
廷
内
記
A
を
見
て
も
、
正
月
1
日
の
記
餌
は
'
自
家
の
四

方
津
か
ら
起
筆
す
る
の
が
通
例
で
'
『
れ
間
日
記
]
同
日
の
条
の
構
成
は
、
だ

か
ら
'
そ
れ
な
り
に
個
性
的
で
あ
る
と
言
い
柑
る
。
伏
見
の
田
舎
に
住
ん
で
い

て
も
'
都
で
の
出
来
郡
に
決
し
て
無
関
心
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
貞
戊
の
姿
勢
が
'

こ
こ
に
見
て
と
れ
る
。
節
会
の
内
弁
は
左
大
臣
。
今
出
川
公
行
(
5
2
歳
)
　
で
あ

る
。
茄
甲
(
今
出
川
)
は
'
貞
成
が
「
一
我
)
椀
轍
の
時
よ
り
今
出
川
入
道
左
府

(
公
出
-
節
者
注
)
に
養
育
せ
ら
れ
て
'
多
咋
茄
甲
に
侍
き
。
」
(
『
椿
斐
記
し
)

と
回
想
す
る
よ
う
に
、
貞
成
又
伏
見
宮
家
と
特
別
の
結
び
つ
き
を
も
っ
た
家

(
清
華
家
)
　
で
あ
っ
た
。
後
年
(
応
永
二
十
八
年
六
月
)
公
行
が
煎
じ
た
と
き

に
は
'
「
予
家
門
多
年
同
宿
へ
海
部
岱
存
之
処
、
忽
落
力
了
'
悲
歎
中
々
不
及

謂
叫
也
、
」
と
'
『
看
聞
日
記
』
に
記
し
て
い
る
。
続
内
弁
は
広
橋
大
納
言
兼
宜
。

当
時
武
家
伝
英
に
任
せ
ら
れ
、
公
武
連
絡
の
枢
要
に
あ
っ
た
。
こ
の
年
宅
町
女

院
仇
等
の
相
続
を
'
貞
成
の
父
栄
仁
親
王
が
橡
小
松
上
貝
に
懇
望
し
た
と
き
'

115



将
軍
足
利
義
持
と
上
　
と
の
間
の
連
絡
役
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
広
橋
兼
宜
が
受

け
も
っ
た
。
そ
の
間
の
叫
情
は
、
「
此
院
寛
空
自
仙
洞
宅
町
殿
へ
被
り
ー
談
云
々
、

仇
粥
町
殿
広
橋
二
有
被
仰
冒
、
紋
細
1
ュ
三
位
　
(
田
向
純
良
日
筆
者
往
)
有
申
子

札
無
モ
卸
　
間
時
宜
i
'
:
U
,
、
代
L
J
剖
<
f
蛸
事
"
¥
-
r
　
*
・
*
・
'
町
即
へ
　
　
　
熊
小
、

以
御
貴
二
位
稲
山
'
」
(
九
旦
二
円
)
　
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
3
伏
見
宮
家
と
広

橋
北
寛
と
は
'
開
閉
な
ど
特
別
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
瀧
定
は
こ
の
年
五
十
1
歳
の
働
ォ
捕
り
で
'
当
時
の
雄
の
役
職
か
ら
み
て

も
'
灘
宜
と
の
交
際
は
'
・
訂
家
脚
の
利
兆
に
と
っ
て
は
と
り
わ
け
大
切
で
あ
っ

た
。
貞
戒
が
兼
宜
に
対
し
て
敬
語
を
用
い
て
い
な
い
点
に
'
こ
こ
で
は
注
意
し

て
お
き
た
い
。

内
奏
の
節
会
に
つ
づ
い
て
'
後
小
松
院
仙
洞
御
浜
の
記
事
が
あ
る
。
階
胴
の

役
は
'
再
び
今
旭
川
公
行
.
一
方
'
幕
府
で
は
例
咋
ど
お
り
椀
飯
の
依
式
が
行

わ
れ
た
3
今
山
川
大
約
言
文
・
:
:
日
は
公
行
の
息
で
'
咋
齢
は
不
詳
で
あ
る
が
'
父

公
行
の
年
齢
か
ら
推
し
て
'
三
十
代
前
半
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
今
出

川
家
で
編
ま
れ
た
と
H
さ
れ
る
F
菊
丑
和
歌
集
』
に
は
三
十
7
首
が
採
ら
れ
て

い
る
か
ら
'
貞
戊
が
菊
*
:
-
.
 
-
'
に
居
化
し
て
い
た
頃
は
、
貞
戒
に
と
っ
て
十
五
歳
ば

か
り
咋
下
の
作
家
仲
間
'
な
に
よ
り
の
話
し
相
手
で
あ
っ
た
ろ
う
.

以
後
が
宮
中
(
伏
見
殿
)
　
祝
前
の
記
小
で
あ
る
。
経
良
細
は
E
E
向
純
良
(
秤

齢
未
詳
)
　
で
、
『
椿
柴
記
』
に
は
、
「
綾
小
路
ち
か
-
は
爪
貿
細
'
老
後
に
大
納

言
に
な
り
て
四
代
中
絶
の
家
を
興
せ
り
。
(
中
略
一
前
宰
相
経
兼
抑
　
(
永
事
四
年

精
良
改
名
-
珊
者
注
)
　
は
大
納
言
の
嫡
孫
に
て
あ
り
。
」
と
あ
り
、
伏
見
宮
家

近
日
の
-
I
S
枯
i
 
'
-
M
^
i
l
∴
)
.
車
　
　
　
は
S
E
重
有
　
(
脚
は
)
。
r
机
s
-
v
記
l
に

は
「
挺
田
宰
相
重
石
脚
は
'
こ
れ
も
大
納
言
(
前
賢
脚
-
筆
者
注
)
　
の
孫
に
て

枯
れ
と
も
'
庶
子
に
て
あ
る
也
3
　
㍍
　
(
後
花
岡
犬
v
-
^
耕
江
)
　
の
御
母
偵

(
敷
政
門
院
幸
子
=
罪
者
往
)
の
兄
弟
な
れ
は
、
い
ま
は
外
戚
に
て
あ
る
な
り
。
」

と
あ
る
.
貞
戊
の
妻
幸
子
の
兄
弟
で
'
こ
れ
も
宮
家
譜
代
の
近
臣
で
あ
る
。
長

党
別
臣
は
田
向
長
資
(
年
齢
未
詳
。
爪
有
よ
り
も
若
干
年
少
か
。
)
で
'
前
記
経

良
の
息
o
T
等
」
と
苫
-
の
は
'
轡
り
の
は
か
に
、
地
下
の
聖
女
申
達
を
含

め
て
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
-
と
も
、
京
都
在
住
の
公
家
な
ど
'
外
部
か
ら

の
参
賀
客
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
貞
成
の
長
男
彦
仁
の
践
酢
(
正
長
元

年
)
後
'
さ
ら
に
貞
戊
の
京
都
移
従
(
永
事
七
咋
)
後
に
な
る
と
'
伏
見
殿
砥

供
の
人
々
も
ふ
え
'
参
斑
の
客
も
咋
福
に
増
加
し
た
。
し
か
し
'
応
永
二
十
三

咋
の
時
点
で
は
、
祝
着
の
俄
は
後
咋
と
か
わ
ら
ぬ
な
が
ら
、
宮
家
の
正
月
は
ひ

っ
そ
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
3

以
上
の
よ
う
に
見
て
-
れ
ば
'
『
新
開
日
記
』
　
の
筆
者
貞
成
が
応
永
二
十
三

年
正
月
1
日
に
関
心
を
む
け
た
人
々
'
ま
た
'
貞
成
を
と
り
ま
い
て
い
た
人
々

の
様
相
が
'
幾
分
か
は
は
っ
き
り
と
し
て
こ
よ
う
.
因
み
に
、
F
満
済
准
后
日

記
L
は
'
こ
の
日
の
節
会
の
記
部
に
'
「
南
殿
出
御
自
当
年
在
之
云
々
。
」
と
書

い
た
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
貞
戊
は
何
も
古
き
と
め
て
い
な
い
。
称
光
天
貝
(
1

誠
一
の
動
静
や
健
康
状
態
に
'
彼
の
強
い
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
は
'
数
年
あ

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。(

〓

以
下
に
公
家
の
人
名
を
列
記
す
る
が
'
年
齢
未
詳
の
者
も
多
い
。
日
記
中
で

の
呼
び
方
を
示
す
場
合
、
傍
注
又
割
注
の
称
号
・
名
は
省
略
す
る
似
合
が
あ
る
。

銘
前
の
下
の
洋
数
字
は
'
登
城
の
月
日
を
示
し
て
い
る
。
『
看
聞
日
記
』
を
理
解

す
る
上
で
頂
要
と
思
わ
れ
る
人
物
に
は
、
※
印
を
付
し
て
短
い
コ
メ
ソ
ト
を
加

え
ろ
場
合
が
あ
る
。
記
城
の
大
方
は
F
公
抑
祁
任
1
応
永
二
十
三
年
の
記
述
に
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従
い
'
臓
序
も
そ
れ
に
従
う
が
'
『
公
卿
祁
任
』
　
に
記
威
さ
れ
て
い
な
い
人
物

に
つ
い
て
は
'
の
ち
に
ま
と
め
て
記
す
。

○
左
大
臣
　
今
山
川
公
行
(
菊
甲
左
府
・
今
山
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入
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・
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M
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o
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し
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C
M
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ゥ
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し
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泉
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デ
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相
見
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言
)
(
S
歳
)
沼
(
な
し
)

4

亡
U
6

二
条
持
基
一
二
条
大
納
言
)
(
&
歳
・
1
(
な
し
)

l
1

r
-
i
I
D
^
*
C
O

今
出
川
尖
富
(
今
出
川
大
約
亨
大
納
言
)
(
未
詳
交
際
あ
る

も
対
面
な
し
。
)

6
0
5

三
条
公
見
一
三
条
大
納
言
・
新
大
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I
S
)
(
未
詳
)
1
C
な
し
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=
d
1
-
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汎
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椎
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(
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し
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3
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(
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(
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T
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C
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H
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際
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る
も

l
l
対
面
な
し
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)
※
r
椿
真
記
』
に
「
ち
か
-
故
大
納
言
公
雅
脚
の
母
は
我
母
俵

(
西
御
方
と
申
。
)
姪
に
て
侍
れ
は
'
実
雅
卿
(
公
雅
の
息
-
筆
者
注
)
も
よ

そ
な
ら
ぬ
人
也
。
殊
更
当
時
の
松
勢
な
れ
は
'
対
も
お
ほ
し
め
し
人
へ
き
人

な
り
。
」
と
あ
る
。
公
雅
は
応
永
三
十
四
年
八
月
十
二
日
に
煎
じ
て
い
る
。

9
7
嗣
院
満
季
(
洞
院
中
納
言
)
(
$
3
歳
)
q
l
沼
(
な
し
)

C
J
C
j

O
O
O
!
r
-
1

鳥
丸
豊
光
(
裏
松
中
納
言
・
左
衛
門
督
歳
)
i
-
H
W
r
H
i
-
H
/
な
し
)

t
H
T
f
t
r
i
m

・
芸
北
(
m
野
中
警
(
g
墜
S
3
㍑
(
な
し
)

1

9

裏
辻
実
秀
(
裏
築
地
宰
相
中
村
∴
避
止
地
宰
相
中
将
・
実
秀
和
(
8
歳
)
沼

27
0
1

c
M
C
-
J
/
な
し
)

3
.
4
7

O
r
'
一
流

山
科
蓑
(
山
科
宰
相
・
教
典
刷
臣
=
未
詳
o
I
O
H¥
c
v
f
a
i
h
/
な
し
)

今
山
川
公
告
(
今
出
川
宰
相
中
将
・
菊
甲
宰
相
中
将
・
宰
相
中
将
・
公
告
脚
)

・
-
-
7
.
)
措
措
-
<
・
'
・
‥
ハ
1
<
-
-
-
・
-
言
・
:
.

1瓜
で
、
文
吉
の
異
母
弟
。
二
十
縄
前
後
か
。
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97

同
姓
秀
(
国
宰
相
・
基
秀
脚
・
国
・
園
前
宰
相
・
前
半
相
国
¥
/
c
o
曙

N
M
!
C
O
N

沼
　
i
-
1
C
。
沼
※
こ
の
年
柴
仁
親
王
か
ら
髭
問
の
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
た
3

c
~
o
o
 
o
o
o
>
-
<
l

千
柿
雅
光
(
千
種
宰
棚
中
将
〓
未
詳
一

I-I- 'Kz- '- zi[?,̂
i
8.154.20

な　な

し　し

万
出
小
路
時
房
(
万
里
小
路
前
中
納
言
井
頭
弁
・
頚
弁
時
房
制
臣
(
8
歳
)

(
な
し
)

177

4

吉
ア
:
.
-
Z
i
I
-
 
'
.
 
1
'
∴
　
ハ
!
.
-
蝣
)
:
∵
早
　
　
.

散
位

○
前
株
大
納
言

3

甘
拭
寺
兼
長
(
甘
拭
寺
前
大
納
言
兼
立
脚
〓
榊
歳
一
・
(
な
し
)

9

0
前
椎
中
納
言

3

油
小
路
隆
信
(
四
条
宰
相
隆
信
脚
=
未
詳
)
.
(
な
し
)

〇

四
条
陣
直
(
降
直
脚
)
(
榊
歳
)
　
沼
　
(
な
し
)

松
木
宗
塁
(
中
卸
門
前
中
納
言
)
t
t
歳
)
　
^
　
(
な
し
)

○
前
蝣
f
.
読

経
小
路
信
俊
(
綾
小
路
三
位
・
稜
小
路
前
宰
相
・
前
宰
相

前
源
宰
相
・
源

坪
に
苑
じ
た
。

○
非
参
議

5

i
E
思
王
(
伯
三
位
歳
)
㌢
(
交
際
あ
る
も
対
面
な
し
。
)
※
貿
忠
王
は

l当
時
非
参
議
従
二
位
で
、
疑
問
が
残
る
.

6山
科
教
遠
(
教
遠
脚
)
(
未
詳
)
i
(
な
し
)

6f
,
マ
▼
C
T
J
t
-
-

似
梅
兼
邦
(
揚
梅
前
右
兵
揃
督
・
前
左
兵
衛
督
)
(
未
詳
)
c
o
c
o
な
し
一

5・
'
-
'
・
-
"
^
¥
‥
(
:
蝣
-
・
・
蝣
-
-
:
二
r
i
代
∴
「
、
蝣
r
s
-
.
-
-
'
i
-
-
:
;
-
"
-
-
蝣
'
・
蝣

1'
;
択
戊
在
弘
(
在
弘
明
臣
)
(
未
詳
)
M
.
(
な
し
)
※
在
弘
は
日
次
勘
考
等
に
つ

6き
伏
見
宮
家
を
管
領
し
て
い
た
。

i
-
H
t
-
i
-
1
t
>
0
0
O
l

田
向
経
良
(
経
良
脚
・
三
位
・
三
品
・
奉
行
三
位
(
未
詳
)
-
i
-
I
i
-
I
r
-
4
i
-
H

i
-
t
i
-
4
i
-
t
C
^
4
W
W

o
c
o
o
o
r
i
"
e
-
C
T
>
'
-
i
c
-
>
-
<
'
.
c
o
ォ
N
m
'
.
c
o
o
o
5
C
o
t
W
T
i
'
o
o
e
4
0
>
-
K
O
t
サ
a
>
s
c

r
S
J
^
S
i
r
-
1
t
-
1
M
M
N
M
N
r
t
H
H
r
H
H
N

_
'
_
°
.
.
1
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
1
.
.
Ⅰ
Ⅰ
t
▼
.
.
.
.
.

o
i
r
a
N
e
<
3
e
o
c
<
3
e
o
m
'
>
t
f
'
j
'
^
"
*
w
i
n
i
n
u
5
i
n
u
3
W
i
n
<
o
<
o
t
D
i
e
<
o
ォ
o
t
o
<
o
<
e

t
^
^
-
t
T
p
o
i
i
-
i
c
^
c
o
T
r
r
H
-
^
c
^
a
o
^
t
^
c
o
u
C
G
O
o
^
O
'
-
i
^
t
o
o
o
o
^
o
o
o
i
-
H
c
o
c
^

り
】
r
H
r
H
f
-
1
r
H
(
M
(
N
C
M
M
C
^
I
C
M
H
H
i

_
°
°
°
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
1
.
.
▼
.
.
.
.
.
.

6
7
7
7
7
7
7
7
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0

i
-
i
i
-
H
i
-
I
1
-
I
i
-
I

n
^
c
o
'
-
D
O
O
C
O
^
W
t
T
'
l
O
t
f
i
^
t
"
-

C
。
ゥ
"
蝣
-
<
>
H
H
…
最
c
a
n
n
<
M
g
※
前
出
。
後
年
「
源
宰
相
」
「
前
源
宰
相
」

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

と
も
呼
ば
れ
て
(
応
永
二
十
八
年
参
議
、
翌
咋
参
議
を
辞
す
。
)
'
綾
小
路
信

伐
と
の
区
別
が
難
し
い
場
合
が
多
い
が
'
桓
氷
二
十
三
年
の
時
点
で
は
問
題
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217

宰
相
・
信
俊
脚
)
(
S
歳
)
　
t
-
i
r
q

l
 
1
 
1

t
^
C
O
O
^
O
 
i
-
<
C
v
J
C
^
-
0
^
'
-
H
'
^
'
-
r
:
0

f

-

H

 

i

-

H

.

-

H

 

i

-

I

 

t

-

1

<

N

ワ

】

2

3

6

6

㍍

:

t

o

c

o

<

s

ハ

h

U

ハ

s

t

e

t

o

s

o

<

c

O
c
。
t
^
-
C
。
c
T
)

c
o
r
H
i
-
H
t
-
H
が
C
^
<
N
t
-
t
r
-
t
i
-
H
N
W
N

^
c
^
c
a
c
v
a
c
v
J
c
^
c
^
c
^
c
o
c
o
c
o
c
o
f
O
c
o
c
o
c
o
ご
U

は
な
い
。

マ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

-

I

t

am
7. 7

7.19

7.20

7.21

7.22

7.23
T
j
 
t
D
i
N
 
M
m
 
i
n
C
^
N
O
 
W

<
M
 
i
-
1
i
-
K
M
 
C
M

7

8

9

H
I
M
 
I
M
 
C
^
C
^
C
q

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1

※
信
俊
は
綾
小
路
敷
布
の
息
o
前
出
田
向
経
良
と
弛
ん
で
'
当
時
宮
家
近
習

の
珊
頭
格
で
あ
っ
た
.
『
楢
葉
記
し
に
「
ち
か
-
前
源
中
納
言
信
俊
脚
'
崇
光

院
御
代
よ
り
仕
へ
て
奉
公
労
あ
る
人
に
て
侍
き
。
」
と
あ
る
。
信
俊
は
永
軍
刀

.
1
T

'
-
'
t
∵
;
・
.

し
。
一

5

・
~
:
<
z
i
.
:
-
-
>
-
蝣
蝣
{
-
・
i
∴
∴
'
-
'
-
'

l
ト
x
*
,

2
2
椀
梅
親
家
(
親
家
相
・
楊
梅
中
将
親
家
朝
臣
)
(
未
詳
)
・
*
!
(
な
し
)

1
5
以
上
が
r
公
脚
補
任
』
応
永
二
十
三
年
に
記
城
さ
れ
た
公
卿
の
う
ち
へ
『
箭



聞
日
記
』
同
年
の
記
事
中
に
名
前
を
見
せ
る
人
物
で
あ
る
。
関
白
1
条
経
嗣
(
5

歳
)
や
'
前
関
白
近
衛
忠
嗣
(
誕
歳
)
ら
'
当
時
活
躍
し
て
い
た
公
卿
で
'
日

記
に
名
前
の
見
え
な
い
者
も
多
い
が
へ
そ
こ
に
は
、
単
な
る
偶
然
の
ほ
か
に
も
'

場
合
に
よ
っ
て
種
々
の
烈
由
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
.
(
た
と
え
ば
一
条

兼
良
は
正
二
位
棒
大
約
言
で
あ
っ
た
が
'
ま
だ
十
五
歳
の
若
年
で
、
1
条
家
と

伏
見
宮
家
の
つ
な
が
り
も
な
か
っ
た
。
)
大
切
な
の
は
、
当
時
伏
見
宮
家
が
置
か

れ
て
い
た
状
況
で
は
'
関
白
や
前
側
自
ら
と
の
社
交
上
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
必
然
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(二)

次
に
,
こ
の
年
F
公
卿
祁
任
』
に
載
ら
な
い
公
家
を
'
そ
の
名
前
の
洪
字
の

音
読
で
五
十
音
脳
に
並
べ
る
。
同
音
の
文
字
は
字
画
の
順
に
並
べ
た
。
名
前
の

い
る
こ
と
か
ら
'
望
忠
王
の
息
か
と
思
わ
れ
る
が
'
r
怨
卑
分
脈
」
F
公
卿

補
任
A
に
雅
量
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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.
'
.
,
^
.
∵
悠
-

-
¥
j
i
-
:
.
;
:
:
i
i
:
'
.
'
-
蝣
:
j
∴
!
,
t
だ
.
∴
・
、
-
/
-
*
i

▼
マ

事
・
蝣
2
　
(
<
/
,
倍
)
　
(
文
部
雫
.
1
)

季
保
(
四
辻
)
　
(
季
保
朝
臣
)

季
立
一
安
倍
季
塁
)
　
(
未
詳
)

2.29g哀
歳　詳

2.292.29

(
な
し
)
　
※
系
図
未
詳

6.16

(
な
し
)

一
な
し
)

基
時
(
閑
か
)
　
(
基
時
胡
臣
)
　
(
未
詳
)

出
基
秀
の
兄
弟
と
な
る
。

義
資
(
裏
松
)
　
(
義
資
朝
臣
)
　
(
?
読
)

教
高
(
山
科
)
　
(
山
科
中
将
教
高
利
臣

11　3.26

※
系
図
未
詳

(
な
し
)
※
国
益
時
な
ら
ば
.
前

W
E
v
m
s
t
腰
凸

9

・
教
高
朝
臣
・
教
高
入
道
)
　
(
未
詳

次
に
称
号
を
蔽
え
て
い
る
。

・

　

　

　

　

　

I

-

-

-

.

 

-

.

:

∵

い

-

w

-

・

蝣

蝣

.

 

'

・

-

 

'

蝣

Z

-

 

'

i

i

・

蝣

蝣

蝣

-

 

-

・

"

!

'

=

3

:

'

) c
i
 
n
 
f
i
 
n

i
-
I
 
C
O
 
C
O
t
O
 
C
T
l

i
n
t
o
c
s
i
n

r
H
i
-
H
C
^
J

o
H
H
N
※
r
椿
柔
記
」
に
'
「
永
基
朝
田
は
車
水
亘
水
の
項
参
照
の
こ

I
-
*
I
-
I
!
-
I
l
-
(

と
=
筆
者
注
一
か
実
子
に
て
あ
れ
と
も
'
範
定
脚
格
子
に
し
侍
り
き
。
父
祖

よ
り
奉
公
の
労
あ
り
て
重
職
の
者
な
れ
は
、
お
ほ
し
め
し
入
て
召
仕
る
へ
き

な
り
。
」
と
あ
る
。

6
1

永
宜
(
冷
泉
)
(
永
宝
二
未
詳
)
‖
t
;
(
交
際
あ
る
も
対
面
な
し
。
)
※
永

親
息
か
0

1

-
?
'
1
-

j
v
.
-
-
I
*
>
.
・
-
.
-
-
1
i
.
>
:
-
I
-
-
'
i
t
I
'
:
"
,
:
-
-
,
I
^
÷
し
.

3
5
:
>
.
I
i
r
(
"
ト
T
)
i
:
_
-
-
-
O
主
,
;
)
り
!
r
;
蝣
蝣
蝣
:
!
-
蝣
蝣
:
・

{
ニ
y
-
!
¥
-
'
蝣
'
.
-
.
蝣
<
蝣
蝣
:
-
;

4
1
め
た
こ
と
'
伯
三
位
(
神
祇
伯
資
忠
王
か
)
の
烏
代
で
伏
見
殿
を
訪
問
し
て

o
T
O
C
^
L
O
O
S
i
n

2
2
N
N
c
^
-
?
i
-
(
i
-
1
y
-
i
t
-
H
な
し
)

i
-
H
1
-
t
1
-
I
i
-
(

教
仲
(
五
辻
二
教
仲
)
(
8
代
前
半
)
O
・
1
※
朝
仲
息
。
嘉
習
記
這
「
故

6胡
仲
入
道
奉
公
錐
異
干
他
、
御
俄
1
変
之
後
疎
遠
、
教
仲
内
裏
奉
公
之
問
更

不
参
、
今
朝
八
幡
参
'
其
便
路
田
向
二
来
云
々
'
」
と
あ
る
。

9
0
教
豊
(
山
科
)
(
山
科
内
蔵
頭
・
教
皇
朝
臣
)
菜
詳
)
沼
1
(
な
し
)

2
4
※
の
ち
に
家
豊
と
改
名
。

9

散
布
(
山
科
)
(
教
和
利
臣
)
(
未
詳
)
-
i
(
な
し
)
※
の
ち
に
行
有
と
改
名
。

29郷
盛
(
和
気
)
(
郷
成
朝
臣
¥
/
C
O
歳
)
N
(
交
際
あ
る
も
対
面
な
し
。
)

l

m
o
t
-
i
r
2
r
-
i
i
-
<
o
o
~
t
f
O

・
・
巌
,
7
:
i
-
'
・
)
∴
-
-
-
I
-
'
'
-
%
'
.
・
'
-
?
0
'
c
j
'
-
-
¥
'
_
_
;
い
"
・
t
㌫

i
-
H
r
H
i
-
1
i
-
t

※
「
公
卿
補
任
』
に
は
応
永
二
十
七
年
参
議
従
四
位
上
で
初
出
。
「
楢
葉
記
」

に
は
「
勧
修
寺
牧
内
府
(
桂
原
公
)
'
光
厳
院
の
闘
臣
に
て
あ
り
し
。
其
子
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孫
当
時
中
納
言
経
成
細
(
経
興
を
改
名
-
筆
者
註
)
に
王
ま
て
御
心
さ
し
を

存
す
る
人
也
。
」
と
あ
る
。
外
様
と
し
て
代
々
伏
見
宮
家
に
奉
仕
し
て
い
た
。

ScEi

'
:
'
"
i
'
-
 
'
i
f
f
'
i
'
"
i
'
;
~
臣
)
　
l
-
1
-
i
l
　
　
　
　
∴

l

閏
日
記
』
に
は
「
勧
修
寺
」
と
傍
注
が
あ
る
。

0
0

経
直
(
勧
倍
音
)
　
(
経
直
)
　
哀
詳
)
c
i
c
。
.
※
禁
憲
で
'
前
出
繕
興
の
兄

l

弟
。
宝
植
元
年
参
議
止
四
位
下
、
同
年
苑
。

9

兼
英
(
源
氏
・
称
号
不
明
)
　
(
兼
英
朝
臣
)
　
(
未
詳
)
　
1
　
(
な
し
)

・

2

1

9

兼
盟
(
似
梅
か
二
光
豊
胡
臣
)
　
菜
詳
)
"
.
(
な
し
)
※
r
公
卿
補
任
L
 
r
灘

2

E
K
四
I
B
S
圏
E
^
s
s
y
f
e
H
i

O

元
長
(
東
坊
城
)
　
玩
城
大
内
記
二
未
詳
)
M
.
(
な
し
)
※
長
遠
息
。
r
灘

4

卑
分
脈
』
に
「
早
仕
」
と
あ
る
。

亡
D
t
O

行
光
(
柳
原
)
　
(
弁
行
光
・
行
光
二
2
4
墜
i
-
H
l
-
4
　
万
し
)
※
後
に
改
名
L

d
U
8

て
忠
秀
。

5
4

公
興
(
八
粂
二
八
条
中
将
公
興
朝
臣
・
公
興
制
臣
二
未
詳
)
.
 
<
"
.
(
交
際

96

孝
1
3
(
藤
脱
二
孝
.
1
)
　
菜
詳
)
^
-
i
　
(
な
し
)
※
孝
継
息
。
F
椿
柴
記
し

2
3

に
「
当
時
は
闘
中
納
言
・
孝
長
胡
臣
な
ら
て
は
比
巴
ひ
-
人
な
し
。
一
中
略
)

孝
長
朝
臣
は
当
道
の
物
な
る
う
へ
、
代
々
御
師
範
に
ま
い
れ
は
'
尤
め
さ
る

へ
き
物
な
り
。
」
と
あ
る
。

7

打
~
J
.
I
'
.
蝣
,
 
'
:
/
I
　
正
二
寺
・
:
 
・
I
に
<
-
.
V
-
:
'
・
 
'
J
-
-
〟
:
-
・
"
)

二
十
六
年
b
"
'
-
'
3

6

在
　
!
.
-
.
-
-
.
;
I
　
.
<
:
-
-
-
>
.
'
I
-
 
'
-
 
'
-
'
・
・
　
　
　
∴
・
・
*
 
'
.
 
'
-
_
 
-
t
工
.
・
'

l

師
仲
(
港
北
寺
)
(
右
衛
門
佐
師
仲
)
哀
詳
)
?
(
な
し
)
※
光
仲
息
。
こ

5

の
年
五
月
八
日
苑
。

嗣
教
(
山
科
一
(
山
科
中
将
嗣
教
胡
臣
)

r
i

(
未
詳
)
　
L
　
(
な
し
)

l

あ
る
も
対
面
な
し
。
)
※
九
条
家
礼
。

E
U
11

行
豊
両
*
守
)
(
行
豊
・
(
傍
注
に
)
帖
*
寺
・
批
准
寺
侍
従
)
(
未
詳
)

2
3
3
.
*
t
f
r
-
I
O
C
V
]
C
O
C
^
*
l
<
<
O
C
T
V
w
o
c
o
h

化
c
^
_
(
M
_
r
q
r
H
凱
r
H
N
N
i
-
H

o
I
O
i
H
M
※
行
俊
息
。
曇
三
年
非
参
議

l
l
従
三
位
で
公
卿
に
列
せ
ら
れ
た
。
r
椿
実
記
L
に
は
「
行
資
(
行
豊
の
息
-

筆
者
、
任
)
は
'
祖
父
行
俊
脚
故
院
(
桝
.
f
光
院
=
評
者
往
)
に
仕
し
そ
の
例
に

ま
か
せ
て
、
不
断
祇
供
の
物
に
て
あ
り
。
」
と
苗
か
れ
て
い
る
。
行
監
も
伏
見

宮
家
譜
代
の
近
習
で
あ
っ
た
。9

光
相
(
中
院
)
(
光
相
朝
臣
)
(
未
詳
)
N
.
(
な
し
)
※
本
名
は
光
成
。

C
l

0

嗣
高
(
山
科
)
　
(
剛
高
朝
臣
)
　
(
未
詳
)
　
M
.
(
な
し
)

6
9
0
1

資
雅
(
伯
中
将
・
資
雅
朝
田
)
　
(
未
詳
)
e
g
e
g
i
-
H
 
t
な
し
)
※
資
忠
王
息
。

2
4
9

r
尊
卑
分
脈
』
に
「
早
世
」
と
あ
る
。
0

治
長
t
粟
田
口
)
　
(
治
長
)
一
未
詳
一
"
蝣
　
(
な
し
)

4

2
0
8

特
技
(
来
光
寺
)
　
(
梅
蕗
淑
持
経
・
権
藤
独
持
仲
)
　
束
詳
)
.
 
-
i
.
※
師

1
4
5

仲
息
。
こ
の
年
正
月
三
日
持
仲
と
改
名
。
r
椿
柴
記
』
に
　
(
上
北
面
に
朝
仲

朝
田
・
光
仲
胡
臣
・
賛
意
な
と
、
こ
と
に
故
院
に
仕
し
物
な
り
。
御
嵩
禁

裏
御
幣
債
の
刻
'
御
恩
に
つ
き
て
、
そ
の
子
と
も
永
韮
胡
臣
・
師
仲
・
教
仲
へ

蔵
人
に
ま
い
り
て
奉
公
す
。
師
仲
・
教
仲
は
単
性
し
て
'
そ
の
子
と
も
持
維
・

歪
仲
な
と
'
仙
洞
限
近
す
め
り
。
旧
好
は
忘
申
さ
す
、
し
せ
ん
の
時
は
ま
い

る
な
り
3
」
と
あ
る
。

1

実
郷
(
橋
本
)
　
(
尖
郷
朝
日
)
　
(
8
歳
)
　
M
.
(
な
し
)

3
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6

清
正
頭
(
名
字
不
知
)
(
未
詳
)
　
1
　
(
な
し
)
※
F
康
富
記
』
　
(
応
永
二
十
四

6

年
八
月
四
日
)

煎
仲
(
五
辻
)

^
　
O
E
)

N
O
i
H
m
c
o
m

サ

ー

I

サ

ー

I

 

C

N

I

 

C

M

C
O
C
O
 
C
O
 
C
O
C
O
 
C
O

に
'
「
師
虻
一
造
酒
正
正
五
上
)
」
と
あ
る
中
原
師
仕
か
。

0
4

(
蔵
人
将
監
)
　
(
未
詳
)
M
.
.
※
教
仲
息
。
持
経
の
項
参
照
。

4
6

公
せ
し
か
と
も
、
ち
か
比
い
さ
ゝ
か
子
細
あ
り
て
不
仕
な
れ
と
も
'
時
々
は

参
す
。
旧
好
あ
る
物
な
り
。
」
と
あ
る
。

長
資
一
田
向
)
　
C
-
資
朝
田
・
長
資
)
　
(
未
詳
)

(
重
有
朝
臣
・
重
有
)
　
(
3
9
歳
)

・

-

H

O

C

O

 

C

O

サ

ー

H

 

I

O

 

O

>

<

O

 

C

O

I

O

 

C

>

N

c
q
 
c
<
)
0
3
　
　
h
 
n

蝣

*

-

^

^

j

n

n

 

i

o

 

i

^

t

o

 

t

D

;

o

t

-

t

^

c

- h
h
 
s
o
c
o
c
o
o

H
N
 
K
 
r
-
I
M

H
H
 
H
H
N
N
 
M

c
-
)
c
o
T
J
<
t
J
 
M
(
T
!
C
O

h
*
.
t
>
t
^
.
o
n
O
I
O
I
C
T
)

2222

80
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日
H
リ
[
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1

<

O

蝣

蝣

*

t

-

O

>

0

0

O

r

-

1

ご

O

L

O

O

O

I

 

C

O

W
 
O
q
 
C
^
　
　
　
　
H
 
N
W
N

c
v
a
c
o
c
o
c
o
c
o
c
o
^
-
^
-
^
T
j
*
'
^
i
^
m

蝣

^

C

O

-

t

U

3

り

山

o

c

o

W

L

n

o

o

o

c

o

-

*

C
M
 
i
-
I
 
r
-
1
　
　
　
　
i
-
H
 
r
H
 
i
-
H
 
i
-
H
 
C
M
 
C
M
 
C
M

255. 6
24

25

5.27

6. 8

6. 91. 1

6.101. 2

6.111. 7

6.16 1.ll

6.19 1.27
6.20 1.30

7. 72. 8

7.202.18

7.21 2.19

7.22 2.20

7.23 2.23

67

i
-
I
<
-
H
　
※
前
山
。
永
学
五
年
非
参
議
従

i
n
 
i
d
 
L
f
t
 
c
*
-

2

2

　

　

1

i
-
1
i
-
K
N
 
N

W
 
t
H
 
r
-
t
 
i
-
I

※
前
出
。
応
永
三
十
二
年
非
参
議
従
三
位
で
公
卿
に
列
せ
ら
れ

た
.

〇

俊
国
(
坊
城
)
.
(
俊
回
)
　
(
未
詳
)
　
?
.
(
な
し
)
※
俊
細
息
。
r
尊
卑
分
脈
L

4

に
「
早
性
」
と
あ
る
。

t
^
o
o
o
o
o
o
d
a
>
c
n
a
>
r
l

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

三
位
で
公
卿
に
列
せ
ら
れ
た
。

定
親
一
中
山
)
一
中
山
中
将
・
定
親
朝
臣
)

0

(
1
 
6
歳
)
"
.
(
な
し
)

4

範
塁
　
(
活
脱
二
m
m
)
　
(
未
詳
)
.
(
な
し
)
　
※
藍
が
(
清
原
良
貨
法
多

6

の
孫
に
あ
た
る
。

盛
光
(
日
野
西
)
　
(
盛
光
一

莱
壁

l

定
氾
　
<
y
^
>
　
(
北
光
)
　
(
S
誠
一
J9

東
郷
。

6.16

な　〈

し　な

ー　し

※
兼
宜
息
。
後
に
改
名
し
て

5

宗
豊
一
発
宅
)
(
宗
豊
)
(
未
詳
)
2
(
な
し
)
※
.
4
親
息
。
外
様
で
あ
る
が
t

l

r
楢
葉
記
し
に
「
菜
窒
中
納
言
宗
豊
郷
は
'
父
祖
故
院
の
報
権
に
補
せ
ら
れ

て
へ
そ
の
旧
好
の
礼
を
は
中
也
。
」
と
あ
る
3

6

泰
継
(
土
御
門
・
安
倍
二
陰
陽
師
泰
継
朝
日
)
　
(
未
詳
)
T
;
<
な
し
)

1

2

男
子
一
今
出
川
)
　
(
1
歳
)
　
i
　
(
な
し
)
※
公
　
息
。
1
月
二
十
二
日
誕
生
。

l

O
H
C
O
O
N
M

長
広
(
高
辻
)
　
(
坊
城
刑
部
大
輔
・
.
4
広
朝
日
)
　
(
未
詳
)
蝣
*
 
-
<
」
t
o
∽
C
"
-
i
M
l

※
後
に
長
郷
と
改
名
3
　
r
椿
莫
記
し
に
「
*
P
家
に
長
衡
細
は
故
院
に
別
し
て

仕
へ
し
物
也
3
其
孫
長
郷
胡
臣
'
故
親
王
(
柴
仁
親
王
=
筆
者
注
)
限
近
奉

明
盛
　
(
和
気
)
　
(
前
典
薬
頭
明
盛
胡
臣
)

0

有
定
　
天
条
)
　
(
l
ハ
条
少
将
・
有
定
朝
臣
)
　
(
3
2
歳
)
<
"
.
(
な
し
)

4

8

㌧
　
豆
'
.
 
'
'
'
蝣
-
z
L
U
・
臣
I
1
-
^
'
-
言
'
.
サ
ー
ー
'
。

0

隆
夏
(
四
条
)
　
(
降
夏
少
将
)
　
(
未
詳
)
M
.
(
な
し
)
※
父
は
隆
信
。
四
条
1

4

流
油
小
路
。

C
O
C
O
C
I
O

隆
盛
　
(
四
条
)
　
(
隆
盛
朝
臣
)
　
(
2
0
歳
)
　
t
-
<
<
M
_
 
c
*
q
r
q
　
※
降
雨
息
。
母
が
降
仲

r
-
t
t
-
H
O
4
r
f

女
だ
か
ら
へ
降
富
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
o
次
項
参
照
。

l
n
2
C
O
t
*
C
*
-
L
f
t
"
*
#
L
O

隆
宗
(
川
条
)
　
(
S
条
少
将
陸
軍
隆
富
)
　
(
未
詳
)
　
<
c
o
M
(
M
_
 
C
M
 
N
W

l

l

l

l

l

l

※
四
条
7
統
西
大
路
陸
別
(
早
柑
)
息
。
r
柿
柴
記
』
に
「
又
四
条
か
家
に

も
大
宮
大
納
言
隆
仲
脚
は
'
故
法
皇
の
院
中
の
叫
・
=
-
ォ
た
し
て
'
朝
廷
の
拝

趨
も
せ
し
か
と
も
'
長
講
堂
1
変
の
刻
'
胡
瓜
と
も
み
な
　
-
　
召
放
た
れ
て
'

そ
の
孫
隆
訪
朝
日
射
凶
の
あ
ま
り
'
近
年
は
此
境
内
に
祇
供
し
て
奉
公
す
る
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な
り
。
」
と
あ
る
。
宮
家
の
近
習
で
あ
っ

隆
豊
(
鷲
尾
)
　
(
隆
豊
朝
臣
)
　
(
未
詳
)6
1

量
光
(
日
野
)
　
(
孟
光
)
　
(
未
詳
)

6
9

三
〇

た
。
0"
.
(
な
し
)

4
(
な
し
)

次
に
、
公
家
で
、
こ
の
年
す
で
に
出
家
し
て
い
た
人
物
を
あ
げ
て
お
-
。
記

載
順
序
は
仮
に
出
家
以
前
の
位
階
に
よ
り
'
日
記
中
の
呼
び
名
1
例
を
も
っ
て

表
示
し
'
次
に
俗
名
或
い
は
法
名
を
記
す
。
ほ
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
載
順
序

に
準
ず
る
。

8

花
山
一
　
　
∵
　
　
　
　
　
　
′
-
.
>
上
　
(
;
:
-
'
j

l

日
野
1
位
禅
門
一
日
野
資
教
。
法
名
は
性
光
)
　
(
日
野
7
位
入
道
二
位
入

6
1
0

追
)
　
(
6
1
歳
U
3
t
>
 
-
0
5
　
な
し
)
※
応
永
十
二
年
出
家
二
ハ
月
十
六
日
の
記

事
に
、
「
(
日
野
)
大
納
言
入
道
有
光
脚
」
と
あ
る
の
は
'
筆
者
貞
成
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。

永
十
八
年
山
家
。
伏
宮
外
様
。
前
出
持
経
の
祖
父
。

少
納
言
入
道
整
ご
梼
原
良
竪
(
常
宗
)
(
未
詳
)
^
　
※
室
町
殿
に
参

C
l
l
O

仕
し
て
お
り
'
こ
れ
ま
で
伏
見
宮
家
と
将
軍
家
と
の
取
次
役
を
は
た
し
て
い

た
。
応
永
四
年
山
家
。

0

托
&
?
蝣
…
　
　
　
　
‖
'
　
　
　
　
二
　
[
-
r
T
z
1
-
J
　
ト
*
,
J
こ

年
ま
で
伏
見
殿
に
砥
仮
し
て
い
た
按
察
局
の
父
で
あ
る
が
'
こ
の
年
存
生
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
確
証
を
柑
な
い
。
保
光
で
あ
れ
ば
'
応
永
二
年
出
家
。

5
8
5

右
佐
入
道
衰
松
持
光
二
持
光
入
道
〓
未
詳
)
　
・
-
　
(
な
し
)
※
こ
の

l

l

l

年
十
7
月
九
日
'
足
利
義
胴
の
謀
叛
に
加
担
し
た
非
で
殺
さ
れ
た
。

O
O
O
C
Q
"
*

正
永
(
」
泉
範
綱
か
二
車
水
)
(
朗
歳
)
t
-
H
H
㍑
㍑
e
n
c
o
C
i
^
^
T
i
c
o
c
o
W
'
-
'

ワ

一

　

r

-

K

M

C

^

J

 

H

N

.

　

°

　

t

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

c
Q
i
n
t
r
j
r
-
c
-
o
o
d
O
'
H

l

 

1

二
位
入
道
定
恵

9

(
不
明
)
　
(
未
詳
)
N
.
※
同
日
の
宮
家
歌
会
に
出
席
し
て

3

お
り
、
宮
家
近
親
の
者
と
思
わ
れ
る
が
不
明
。

高
倉
宰
相
入
道
常
永
(
高
倉
永
行
一
(
未
詳
)

3

8

(
な
し
)
　
※
こ
の
日
苑
。

応
永
六
年
出
家
。

2

水
無
瀬
三
位
入
道
(
坊
門
信
行
。
法
名
は
能
準
　
(
未
詳
)
e
q
 
'
※
文
和
二

l

年
出
家

飛
鳥
井
中
納
言
入
道
(
飛
鳥
井
雅
縁
、
法
名
は
宋
雅
)
　
(
飛
鳥
井
宋
雅
)
　
(
5

1
6

読
)
.
ゥ
　
(
交
際
あ
る
も
対
面
な
し
。
)
　
※
応
永
五
年
出
家
。

4
1

0
2
【
8
9
2

三
位
入
道
通
光
(
慈
光
寺
光
仲
　
(
i
n
位
入
道
)
　
(
未
詳
　
　
　
　
　
※
応

l

c
o
n
<
i
n
m

i
-
H
i
-
H
i
-
H
M
　
※
遠
柴
記
J
に
、
「
賢
恵
(
冷
泉
範
康
=
筆
者
注
)
は
故
院

1
-
(
1
-
I
l
-
(
I
-
1

南
方
渡
御
の
御
共
巾
て
'
山
家
し
て
将
監
入
道
と
て
不
便
に
召
使
は
れ
し
物

な
り
。
そ
の
子
と
も
故
範
定
脚
・
正
永
奉
公
か
は
ら
す
侍
り
。
垂
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